
 

 

 

学校感染症について 
 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

札幌市立篠路小学校 

令和7年（2025年） 

10月31日（金）No.6 

 

10月の学校感染症 

・インフルエンザ：8名 

・溶連菌感染症 ：6名 

・水痘：１名 

・新型コロナウイルス感染症：2名 

札幌市内におけるインフルエンザの流行入りについて 

 札幌市では、第40週（9/29～10/5）に流行開始の目安である患者数を超え、すでにインフル

エンザが流行入りしています。 

例年11月から増加し、12月に流行のピークを迎える傾向にあるため、今後さらに注意が必要

です。（詳細は札幌市HP「札幌市における主な感染症の発生動向」で確認できます。） 
 

【インフルエンザ感染拡大を防ぐための対策について】 札幌市保健所資料より 

（１）できるだけ人ごみは避け、外出から帰ったら手洗い等をしましょう。 

（２）十分な栄養と睡眠を心がけましょう。咳やくしゃみ等の症状がある場合は、マスク着用など

咳エチケットを徹底しましょう。 

（３）インフルエンザワクチンは重症化予防に有効です。接種を希望される場合は早めの接種を御

検討ください。（接種してから免疫ができるまで2週間程度かかります。） 
 

【学校での感染拡大を防ぐために～御家庭でも御協力をお願いします。】 

（１）丁寧な手洗いを呼びかけます。～ハンカチ持参を忘れないようにしましょう。 

（２）咳エチケットを呼びかけます。～かばんにマスクを数枚入れておくと安心です。 

（３）こまめに換気を行います。  ～羽織る服など体温調節ができる服装がおすすめです。 
 

【インフルエンザの出席停止期間】 

 

感染症流行期となります。 

お子さんが体調不良を訴える場合は、

検温をしてから登校させていただくよう

お願いいたします。 

発症した後（発熱の翌日を1日目として）5日を経過し、

かつ、解熱した後2日を経過するまで。 

 

インフルエンザ罹患後に登校を開始する際、治癒証明

書等は必要ありません。御家庭で健康観察を行い、出席

停止期間を守って登校を開始するようお願いします。 

登校後、学校から「出席停止のお知らせ」配付します

ので、保護者の方が記入し、提出をお願いします。 



 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

歯と口の健康を考える機会にしましょう！ 
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むし歯保有率・永久歯のむし歯本数のグラフから 

・むし歯保有率は、生え変わり期の中学年で高く、低学年と高学年ではあまり変わらない。 

・永久歯のむし歯本数は、学年が上がるにつれて増加する傾向にある。 

→低学年では乳歯のむし歯が多いけれど、中学年・高学年になると、永久歯がむし歯になってし

まうお子さんもいることが分かります。 

 

むし歯を予防するためには… 

生え替わり期からの予防とむし歯の早期発見が重要！年齢が上がると親が子どもの口の中を見

ることがないので、むし歯に気付きにくいため、歯科の定期検診を受けることが望ましいです。 

痛みを感じてからでは遅い！？ 

自覚症状なし 

検診で見つかる 
 
表面のエナメル質だ

けのむし歯 

削らずに治ることも。 

甘いもの・冷たいもの

がしみる 
 
象牙質に達したむし歯 

進行が早くなるので、 

早めに歯科へ！ 

熱いものがしみる 

何もしなくても痛い 
 
歯髄に達したむし歯 

神経の治療が必要で治療が長

引く。歯が残せるぎりぎり。 

ずっと痛かったけど 

痛くなくなった 
 
神経が壊死したむし歯 

抜歯が必要 

きれいな歯はお子さんへのプレゼント 

 永久歯が虫歯になると、治療して目立たなくはできますが、元通りにはなりません。お子さんが

自分の見た目を気にするようになったとき、後悔しても取り戻すことはできません。歯磨きの声が

けや、定期受診させることは大変ですが、お子さんの将来のために歯の健康を守りましょう。 


